
　

名

称

　

一

般

社

団

法

人

新

聞

力

研

究

所

（

通

称

・

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

）

　

設

立

　

２

０

２

６

年

５

月

�

日

　

▽

代

表

理

事

　

菅

沼

堅

吾

（

東

京

新

聞

前

代

表

、

元

編

集

局

長

）

　

▽

理

事

　

山

田

健

太

（

専

修

大

学

文

学

部

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

学

科

教

授

、

日

本

ペ

ン

ク

ラ

ブ

副

会

長

）

▽

同

　

渡

辺

秀

人

（

渡

辺

広

報

事

務

所

代

表

、

新

聞

党

代

表

）

▽

同

　

川

本

恭

治

（

城

南

信

金

前

理

事

長

、

現

相

談

役

）

▽

同

　

豊

田

洋

一

（

東

京

新

聞

論

説

主

幹

）

▽

同

　

鈴

木

薫

（

東

京

新

聞

編

集

局

次

長

兼

新

聞

開

発

室

長

）

　

▽

業

務

執

行

理

事

兼

事

務

局

長

　

菅

沼

初

江

（

ハ

ツ

エ

工

房

主

宰

）

　

▽

監

事

　

宮

岡

孝

之

（

弁

護

士

、

専

修

大

学

法

科

大

学

院

教

授

）

　

目

的

　

当

法

人

は

新

聞

の

持

つ

力

、

可

能

性

を

議

論

、

研

究

、

実

践

す

る

こ

と

な

ど

に

よ

り

新

聞

が

未

来

永

劫

、

信

頼

で

き

る

不

可

欠

な

メ

デ

ィ

ア

と

し

て

輝

き

続

け

る

こ

と

に

貢

献

し

、

民

主

主

義

の

発

展

、

平

和

で

幸

福

な

社

会

の

実

現

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

　

活

動

内

容

　

新

聞

の

使

命

・

価

値

・

効

能

の

研

究

・

周

知

、

新

聞

力

大

賞

（

仮

称

）

の

創

設

、

大

学

・

企

業

と

の

連

携

講

座

、

地

方

紙

・

販

売

店

と

の

連

携

・

協

力

な

ど

。

　

連

絡

先

　

ｓ

ｈ

ｉ

ｎ

ｂ

ｕ

ｎ

ｋ

ｅ

ｎ

＠

ｏ

ｕ

ｔ

ｌ

ｏ

ｏ

ｋ

．

ｊ

ｐ

　

一

般

社

団

法

人

新

聞

力

研

究

所

（

通

称

・

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

）

が

５

月

�

日

に

設

立

さ

れ

た

。

代

表

理

事

は

『

東

京

新

聞

は

な

ぜ

、

空

気

を

読

ま

な

い

の

か

』

の

著

者

で

、

中

日

新

聞

東

京

本

社

代

表

を

務

め

た

菅

沼

堅

吾

氏

。

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

は

「

新

聞

の

逆

襲

」

。

Ｓ

Ｎ

Ｓ

が

全

盛

を

極

め

る

時

代

、

新

聞

や

地

上

波

と

い

っ

た

既

存

媒

体

は

オ

ー

ル

ド

メ

デ

ィ

ア

、

「

オ

ワ

コ

ン

」

と

揶

揄

さ

れ

て

い

る

。

新

聞

の

総

発

行

部

数

は

減

少

傾

向

に

あ

る

が

、

そ

れ

で

も

な

お

毎

朝

、

お

よ

そ

２

５

０

０

万

部

（

日

本

新

聞

協

会

調

べ

）

の

新

聞

が

日

本

全

国

に

届

け

ら

れ

て

い

る

。

現

場

取

材

に

は

じ

ま

り

、

原

稿

の

修

正

、

フ

ァ

ク

ト

チ

ェ

ッ

ク

、

編

集

方

針

と

の

整

合

性

確

認

と

い

く

つ

も

の

工

程

を

経

て

作

ら

れ

る

新

聞

。

そ

う

し

た

組

織

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

を

Ｓ

Ｎ

Ｓ

時

代

に

ど

う

進

化

さ

せ

て

い

く

の

か

。

他

方

、

情

報

の

大

洪

水

の

中

に

あ

っ

て

、

新

聞

が

果

た

す

「

岩

場

」

と

し

て

の

役

割

と

は

何

か

。

菅

沼

代

表

理

事

に

、

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

設

立

へ

の

思

い

と

構

想

を

聞

い

た

。

聞

き

手

　

　

　

内

堀

輝

彦

構

成

・

撮

影

　

岡

田

達

也

「新聞はかけがえのない文化だ」と語る菅沼代表理事

　

　

―

―

な

ぜ

今

、

新

聞

力

研

究

所

を

立

ち

上

げ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

問

題

意

識

と

設

立

の

原

点

を

お

聞

か

せ

く

だ

さ

い

。

　

菅

沼

氏

　

東

京

新

聞

の

代

表

を

退

い

て

こ

こ

２

年

弱

、

私

は

顧

問

と

い

う

立

場

で

経

営

の

ど

真

ん

中

か

ら

離

れ

、

「

新

聞

の

外

側

の

世

界

」

を

徹

底

的

に

体

験

す

る

時

間

を

得

ま

し

た

。

本

の

出

版

を

き

っ

か

け

に

、

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

や

ラ

ジ

オ

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

な

ど

あ

ら

ゆ

る

メ

デ

ィ

ア

に

出

演

し

た

り

発

信

す

る

中

で

、

社

会

が

新

聞

を

ど

う

見

て

い

る

の

か

、

そ

の

現

実

を

痛

感

し

ま

し

た

。

　

こ

の

２

年

間

で

「

絶

望

と

は

言

わ

な

い

が

、

本

当

に

厳

し

い

な

」

と

い

う

感

覚

と

、

同

時

に

「

ま

だ

ま

だ

希

望

は

あ

る

な

」

と

い

う

両

方

を

体

験

し

た

ん

で

す

。

　

厳

し

さ

を

感

じ

た

の

は

、

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

や

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

発

信

す

る

と

批

判

が

本

当

に

多

い

こ

と

で

す

。

私

が

「

新

聞

の

使

命

は

権

力

の

監

視

だ

」

と

語

れ

ば

、

「

お

前

に

権

力

の

監

視

な

ん

か

頼

ん

で

い

な

い

」

、

「

新

聞

な

ん

て

も

う

終

わ

り

だ

」

と

い

っ

た

反

発

が

即

座

に

飛

ん

で

く

る

。

　

し

か

し

一

方

で

、

強

い

希

望

も

感

じ

ま

し

た

。

私

は

現

在

「

東

京

新

聞

の

菅

沼

さ

ん

」

と

い

う

ア

カ

ウ

ン

ト

で

Ｘ

（

旧

ツ

イ

ッ

タ

ー

）

を

や

っ

て

い

ま

す

が

、

「

新

聞

の

使

命

は

権

力

の

監

視

だ

」

と

つ

ぶ

や

い

た

投

稿

が

２

０

２

万

イ

ン

プ

レ

ッ

シ

ョ

ン

を

記

録

し

た

ん

で

す

。

こ

れ

は

中

日

新

聞

の

部

数

に

匹

敵

す

る

数

字

で

す

。

ま

た

最

近

で

は

、

ナ

フ

サ

不

足

で

苦

し

む

現

場

の

記

事

を

紹

介

し

、

「

政

権

は

現

場

の

声

を

聞

け

」

と

発

信

し

た

投

稿

が

�

万

イ

ン

プ

レ

ッ

シ

ョ

ン

に

達

し

ま

し

た

。

　

膨

大

な

批

判

も

浴

び

ま

す

が

、

そ

の

裏

で

「

新

聞

に

頑

張

っ

て

も

ら

い

た

い

」

、

「

現

場

の

現

実

を

も

っ

と

伝

え

て

、

国

を

動

か

し

て

ほ

し

い

」

と

い

う

期

待

の

声

が

根

強

く

あ

る

。

無

関

心

こ

そ

メ

デ

ィ

ア

に

と

っ

て

最

も

恐

ろ

し

い

が

、

関

心

が

あ

る

か

ら

こ

そ

批

判

も

生

ま

れ

る

。

こ

の

数

字

を

体

感

し

て

、

新

聞

は

ま

だ

ま

だ

必

要

と

さ

れ

て

い

る

と

確

信

し

ま

し

た

。

　

そ

こ

で

私

は

「

オ

ワ

コ

ン

（

終

わ

っ

た

コ

ン

テ

ン

ツ

）

」

に

対

し

て

「

フ

カ

コ

ン

」

と

い

う

言

葉

を

使

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

ど

こ

で

話

し

て

も

私

の

造

語

な

の

で

み

ん

な

首

を

か

し

げ

ま

す

が

、

「

不

可

欠

な

コ

ン

テ

ン

ツ

の

意

味

で

す

」

と

説

明

す

る

と

、

多

く

の

人

が

う

な

ず

い

て

く

れ

る

。

　

さ

ら

に

現

役

を

離

れ

て

痛

感

し

た

の

は

、

社

会

が

「

新

し

い

戦

前

」

か

ら

「

新

し

い

戦

中

」

へ

と

急

速

に

動

き

始

め

て

い

る

危

機

感

で

す

。

私

の

本

は

３

・

�

と

安

保

法

制

を

中

心

に

書

い

た

も

の

で

す

が

、

安

倍

政

権

か

ら

「

新

し

い

戦

前

」

が

始

ま

っ

た

と

思

い

ま

す

。

　

昭

和

�

年

生

ま

れ

で

平

和

な

時

代

を

生

き

て

き

た

者

と

し

て

、

黙

っ

て

は

い

ら

れ

な

い

。

幸

い

今

は

Ｓ

Ｎ

Ｓ

と

い

う

発

信

装

置

も

あ

る

。

だ

か

ら

こ

そ

、

新

聞

の

力

を

も

う

一

度

社

会

に

示

す

自

分

な

り

の

拠

点

が

必

要

だ

と

考

え

、

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

を

設

立

し

ま

し

た

。

　

　

―

―

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

の

理

事

メ

ン

バ

ー

は

個

性

的

で

す

。

人

選

の

意

図

を

教

え

て

く

だ

さ

い

。

　

菅

沼

氏

　

共

通

し

て

い

る

の

は

、

全

員

が

「

新

聞

の

熱

烈

な

応

援

団

」

だ

と

い

う

こ

と

で

す

。

　

専

修

大

学

の

山

田

健

太

先

生

は

、

日

本

で

唯

一

「

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

学

科

」

と

い

う

名

称

を

持

つ

学

科

を

立

ち

上

げ

た

教

授

で

、

学

問

的

・

理

論

的

に

新

聞

を

語

れ

る

大

事

な

存

在

で

す

。

山

田

先

生

の

ゼ

ミ

か

ら

は

記

者

も

多

く

育

ち

、

特

に

地

方

紙

と

の

連

携

に

大

い

に

力

を

借

り

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

　

「

新

聞

党

」

代

表

の

渡

辺

秀

人

さ

ん

は

、

サ

ン

ト

リ

ー

で

ウ

イ

ス

キ

ー

市

場

の

Ｖ

字

回

復

を

仕

掛

け

た

一

人

で

、

２

０

１

３

年

に

自

ら

「

新

聞

党

」

を

創

設

し

た

人

物

で

す

。

　

新

聞

党

の

資

格

は

「

新

聞

と

真

摯

に

向

き

合

う

こ

と

」

だ

け

で

、

１

５

０

人

く

ら

い

の

メ

ン

バ

ー

が

い

る

。

彼

は

新

聞

を

語

ら

せ

た

ら

半

端

じ

ゃ

な

い

熱

量

の

持

ち

主

で

す

。

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

の

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

「

新

聞

の

逆

襲

」

は

彼

の

発

案

で

す

。

　

城

南

信

用

金

庫

の

川

本

恭

治

前

理

事

長

と

は

、

３

・

�

以

来

の

長

い

付

き

合

い

で

す

。

原

発

か

ら

の

脱

却

を

掲

げ

た

信

用

金

庫

で

、

今

も

被

災

地

の

支

援

に

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

で

飲

食

店

応

援

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

を

東

京

新

聞

と

と

も

に

仕

掛

け

ま

し

た

。

　

新

聞

に

「

こ

の

店

を

応

援

し

よ

う

」

と

い

う

記

事

が

出

る

と

、

本

当

に

そ

の

飲

食

店

に

行

列

が

で

き

る

。

川

本

さ

ん

は

金

融

界

の

現

場

で

新

聞

力

を

実

際

に

体

感

し

て

き

た

人

で

す

。

　

東

京

新

聞

内

か

ら

は

論

説

主

幹

の

豊

田

洋

一

、

編

集

局

次

長

兼

新

聞

開

発

室

長

の

鈴

木

薫

。

豊

田

は

政

治

部

出

身

で

、

現

場

で

一

緒

に

政

治

を

取

材

し

て

き

ま

し

た

。

社

説

・

論

説

の

プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ

ョ

ナ

ル

で

す

。

鈴

木

は

私

が

局

長

時

代

に

立

ち

上

げ

た

「

次

世

代

研

究

所

」

の

リ

ー

ダ

ー

の

一

人

で

、

「

新

聞

に

未

来

が

あ

る

」

を

合

言

葉

に

新

し

い

コ

ン

テ

ン

ツ

開

発

に

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

　

監

事

の

宮

岡

孝

之

さ

ん

は

弁

護

士

で

専

修

大

学

法

科

大

学

院

教

授

。

法

律

家

と

し

て

大

所

高

所

か

ら

新

聞

力

研

究

所

を

冷

静

に

見

て

も

ら

え

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

　

　

―

―

「

新

聞

の

逆

襲

」

と

は

ど

の

よ

う

な

戦

略

な

の

で

し

ょ

う

か

。

　

菅

沼

氏

　

渡

辺

さ

ん

の

サ

ン

ト

リ

ー

時

代

の

経

験

を

ヒ

ン

ト

に

し

た

三

層

を

意

識

し

た

戦

略

で

す

。

第

一

層

は

コ

ア

層

、

現

在

も

新

聞

を

愛

し

て

く

れ

る

読

者

で

あ

り

、

販

売

店

と

の

対

話

を

重

ね

て

信

頼

と

支

持

を

固

め

る

。

第

二

層

は

無

関

心

層

で

、

こ

こ

は

当

面

は

動

向

を

注

視

す

る

に

と

ど

め

る

。

　

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

が

最

重

視

す

る

の

が

第

三

層

の

「

影

響

力

の

あ

る

中

間

層

」

で

す

。

社

会

や

地

域

で

一

定

の

影

響

力

を

持

つ

人

々

。

こ

の

層

に

「

新

聞

っ

て

い

い

よ

ね

」

と

い

う

肯

定

的

な

風

を

吹

か

せ

る

こ

と

が

逆

襲

の

着

火

点

で

す

。

　

渡

辺

さ

ん

の

言

葉

で

言

え

ば

、

エ

ヴ

ァ

ン

ジ

ェ

リ

ス

ト

（

伝

道

者

）

で

す

ね

。

新

聞

の

魅

力

や

効

能

を

自

分

の

言

葉

で

広

げ

て

も

ら

う

。

私

た

ち

は

そ

の

後

押

し

役

と

し

て

、

ゲ

リ

ラ

的

に

社

会

の

ざ

わ

め

き

を

大

き

く

し

て

い

く

。

こ

れ

が

「

逆

襲

」

の

全

体

像

で

す

。

　

　

―

―

現

代

の

新

聞

の

「

強

み

」

と

「

課

題

」

は

ど

こ

に

あ

る

と

お

考

え

で

す

か

。

　

菅

沼

氏

　

最

大

の

強

み

は

「

確

認

の

メ

デ

ィ

ア

」

と

し

て

の

信

頼

性

で

す

。

３

・

�

の

と

き

、

ネ

ッ

ト

上

に

は

嘘

か

本

当

か

わ

か

ら

な

い

情

報

が

た

く

さ

ん

流

れ

ま

し

た

が

、

そ

の

結

果

と

し

て

全

て

の

新

聞

社

の

信

頼

度

が

高

ま

り

ま

し

た

。

　

み

ん

な

「

新

聞

だ

け

は

嘘

を

つ

か

な

い

」

「

新

聞

を

読

ん

で

い

れ

ば

、

い

つ

か

そ

こ

に

出

た

こ

と

が

本

当

の

こ

と

」

と

信

じ

て

く

れ

た

。

　

記

事

は

記

者

が

取

材

し

、

キ

ャ

ッ

プ

と

議

論

し

、

デ

ス

ク

が

チ

ェ

ッ

ク

し

、

整

理

部

が

見

出

し

を

整

え

、

校

閲

が

誤

り

を

正

す

。

大

ス

ク

ー

プ

な

ら

編

集

局

長

も

出

て

き

ま

す

。

　

よ

く

テ

レ

ビ

ド

ラ

マ

で

「

上

が

記

事

を

つ

ぶ

し

た

」

と

描

か

れ

ま

す

が

、

あ

れ

は

お

も

し

ろ

お

か

し

く

し

て

い

る

だ

け

で

す

。

上

司

は

「

事

実

確

認

が

弱

い

か

ら

別

ル

ー

ト

か

ら

も

確

認

し

ろ

」

と

言

っ

て

い

る

ん

で

す

。

　

こ

う

し

た

工

程

を

講

演

で

説

明

す

る

と

、

皆

さ

ん

「

そ

ん

な

に

チ

ェ

ッ

ク

し

て

い

る

の

か

」

、

「

こ

ん

な

に

真

面

目

に

我

々

の

こ

と

を

考

え

て

記

事

を

書

い

て

く

れ

て

い

る

の

か

」

と

驚

か

れ

ま

す

。

　

私

が

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

始

め

て

実

感

し

た

の

は

、

新

聞

は

「

情

報

の

洪

水

の

中

の

岩

場

」

で

あ

り

た

い

と

い

う

こ

と

で

す

。

　

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

や

っ

て

い

る

と

、

１

日

１

回

、

２

回

、

多

い

と

き

は

３

回

以

上

つ

ぶ

や

く

の

で

す

が

、

ジ

ェ

ッ

ト

コ

ー

ス

タ

ー

の

よ

う

な

虚

実

が

入

り

混

じ

る

情

報

の

洪

水

に

流

さ

れ

、

時

に

お

ぼ

れ

そ

う

に

な

る

。

　

そ

う

し

た

中

で

毎

朝

届

く

新

聞

、

特

に

社

説

を

読

む

と

落

ち

着

く

ん

で

す

。

社

説

は

３

分

の

２

以

上

が

経

過

と

フ

ァ

ク

ト

の

整

理

で

、

最

後

に

結

論

が

来

る

。

結

論

に

賛

成

で

き

な

く

て

も

、

経

過

と

論

拠

は

嘘

を

絶

対

言

わ

な

い

。

情

報

の

大

洪

水

時

代

に

、

安

全

な

岩

場

と

し

て

機

能

し

、

流

れ

も

俯

瞰

で

き

ま

す

。

Ｓ

Ｎ

Ｓ

時

代

に

は

紙

の

新

聞

が

見

直

さ

れ

る

は

ず

で

す

。

　

一

方

で

課

題

は

、

組

織

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

ゆ

え

に

新

聞

の

一

番

の

強

み

で

あ

る

記

者

の

顔

が

見

え

に

く

い

こ

と

で

す

。

署

名

記

事

は

か

な

り

増

え

ま

し

た

が

、

署

名

と

記

者

の

人

物

像

が

結

び

つ

い

て

い

な

い

。

　

講

演

先

に

赴

い

た

と

き

、

私

が

痛

感

し

た

の

は

先

方

か

ら

は

「

な

ぜ

記

者

に

な

っ

た

の

か

」

、

「

ど

ん

な

思

い

で

記

事

を

書

い

て

い

た

の

か

」

と

い

っ

た

人

間

的

な

質

問

が

一

番

多

い

こ

と

で

す

。

「

こ

の

人

間

は

信

用

で

き

る

の

か

」

を

皆

さ

ん

確

か

め

た

が

っ

て

い

る

。

　

組

織

を

守

り

な

が

ら

、

ど

う

や

っ

て

記

者

個

人

の

専

門

性

や

魅

力

を

前

面

に

出

し

て

い

く

か

。

リ

ス

ク

も

あ

り

ま

す

が

、

記

者

の

自

由

度

を

高

め

な

い

と

厳

し

い

と

思

い

ま

す

。

　

私

は

局

長

時

代

、

記

者

ク

ラ

ブ

の

発

表

の

先

取

り

は

ス

ク

ー

プ

と

し

て

認

め

な

い

と

決

め

て

い

ま

し

た

。

編

集

局

の

究

極

的

な

姿

は

「

全

員

特

報

部

化

」

で

す

ね

。

記

者

ク

ラ

ブ

に

所

属

せ

ず

、

自

分

の

問

題

意

識

で

自

由

に

動

く

。

そ

う

し

た

記

者

の

姿

が

見

え

る

よ

う

に

な

れ

ば

、

読

者

の

「

推

し

」

も

生

ま

れ

て

く

る

は

ず

で

す

。

　

　

―

―

最

後

に

、

今

後

の

展

開

と

業

界

全

体

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

お

願

い

し

ま

す

。

　

菅

沼

氏

　

政

治

部

の

記

者

時

代

、

あ

る

政

治

家

か

ら

「

不

屈

の

楽

観

主

義

」

と

い

う

考

え

方

を

教

え

て

も

ら

い

ま

し

た

。

も

と

も

と

は

孫

文

の

言

葉

ら

し

い

の

で

す

。

新

聞

界

は

今

、

間

違

い

な

く

厳

し

い

状

況

に

あ

り

ま

す

。

で

も

私

は

楽

観

し

て

構

え

る

こ

と

が

大

事

だ

と

思

い

ま

す

。

　

新

聞

が

使

命

に

忠

実

で

あ

る

限

り

、

読

者

は

必

ず

応

援

し

て

く

れ

ま

す

。

最

近

は

、

「

Ｓ

Ｎ

Ｓ

時

代

だ

か

ら

こ

そ

新

聞

の

ス

ス

メ

」

と

題

し

て

講

演

す

る

こ

と

が

多

い

の

で

す

が

、

手

応

え

は

い

い

で

す

。

　

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

は

小

さ

な

団

体

で

す

が

、

現

場

の

記

者

、

Ｏ

Ｂ

、

販

売

店

、

大

学

、

企

業

、

新

聞

社

―

―

。

い

ろ

ん

な

人

た

ち

が

「

新

聞

っ

て

、

い

い

じ

ゃ

な

い

」

「

新

聞

、

や

る

ね

」

と

語

り

合

え

る

〝

た

ま

り

場

〟

を

目

指

し

ま

す

。

批

判

や

諦

め

で

は

な

く

、

楽

し

く

「

新

聞

の

逆

襲

」

を

仕

掛

け

て

い

く

。

　

新

聞

は

「

オ

ワ

コ

ン

」

で

は

な

く

「

フ

カ

コ

ン

」

。

不

可

欠

な

コ

ン

テ

ン

ツ

だ

と

胸

を

張

っ

て

言

え

る

よ

う

に

す

る

。

そ

の

証

明

に

、

こ

れ

か

ら

挑

み

ま

す

。

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

時

代

で

は

、

「

老

兵

は

死

な

ず

。

た

だ

発

信

す

る

の

み

」

で

す

。

　

一

緒

に

何

か

し

よ

う

と

思

わ

れ

た

方

が

い

た

ら

、

ぜ

ひ

気

軽

に

お

声

が

け

く

だ

さ

い

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

　

　

―

本

日

は

貴

重

な

お

話

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

　

　

―

―

地

方

紙

や

販

売

店

と

の

連

携

に

つ

い

て

は

ど

う

お

考

え

で

す

か

。

　

菅

沼

氏

　

地

方

紙

は

ま

さ

に

新

聞

力

の

宝

庫

で

す

。

昨

年

秋

、

明

治

大

学

の

リ

バ

テ

ィ

ア

カ

デ

ミ

ー

で

私

が

担

当

し

た

講

座

に

、

九

州

の

県

紙

の

中

堅

記

者

が

自

費

で

飛

行

機

に

乗

っ

て

通

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

　

新

聞

の

未

来

に

危

機

感

を

持

っ

て

い

て

、

勉

強

し

に

来

た

ん

で

す

。

彼

が

自

社

の

紙

面

を

見

せ

な

が

ら

、

「

こ

れ

は

確

か

に

人

を

幸

せ

に

す

る

記

事

で

す

よ

ね

」

と

説

明

し

て

く

れ

て

、

逆

に

私

の

方

が

勉

強

に

な

り

ま

し

た

。

　

権

力

監

視

も

し

っ

か

り

と

や

っ

て

い

る

。

自

衛

隊

の

問

題

で

も

、

反

対

運

動

を

書

い

て

お

り

、

東

京

で

は

見

え

な

い

地

方

紙

の

頑

張

り

を

改

め

て

感

じ

ま

し

た

。

こ

う

し

た

地

方

紙

の

記

事

を

東

京

で

も

っ

と

見

え

る

よ

う

に

し

た

い

。

シ

ス

テ

ム

的

に

連

携

す

る

の

は

大

変

で

す

が

、

個

人

個

人

で

協

力

し

て

も

ら

え

る

だ

け

で

あ

り

が

た

い

で

す

。

　

新

聞

販

売

店

に

つ

い

て

は

、

北

陸

中

日

新

聞

と

東

京

新

聞

の

代

表

時

代

に

、

で

き

る

だ

け

多

く

の

販

売

店

を

回

り

、

現

場

の

声

を

編

集

に

反

映

さ

せ

ま

し

た

。

　

お

店

に

行

っ

て

話

を

聞

く

と

、

編

集

局

は

「

菅

沼

さ

ん

が

次

に

何

を

言

う

ん

だ

ろ

う

」

と

身

構

え

た

く

ら

い

、

販

売

現

場

の

声

に

は

価

値

が

あ

り

ま

す

。

　

販

売

店

に

支

え

ら

れ

た

長

期

購

読

と

い

う

日

本

独

自

の

仕

組

み

が

、

新

聞

社

の

言

論

の

自

由

を

実

質

的

に

守

っ

て

い

る

ん

で

す

。

　

新

聞

は

政

治

面

だ

け

で

な

く

、

生

活

面

や

漫

画

、

地

元

ス

ポ

ー

ツ

な

ど

総

合

的

な

パ

ッ

ケ

ー

ジ

と

し

て

読

者

に

愛

さ

れ

て

い

る

。

だ

か

ら

こ

そ

、

特

定

の

記

事

で

政

権

を

批

判

し

、

読

者

と

意

見

が

合

わ

な

い

日

が

あ

っ

て

も

、

翌

日

す

ぐ

に

解

約

さ

れ

る

わ

け

で

は

な

い

。

　

「

今

日

は

腹

が

立

っ

た

が

、

明

日

も

ま

た

新

聞

は

来

る

」

と

い

う

継

続

性

の

中

で

、

読

者

は

記

事

の

真

意

を

長

い

目

で

見

て

く

れ

る

。

こ

の

長

期

購

読

シ

ス

テ

ム

と

い

う

構

造

が

、

新

聞

の

独

立

性

を

根

底

で

支

え

て

い

ま

す

。

　

こ

う

し

た

読

者

と

の

長

期

的

な

関

係

を

さ

ら

に

深

化

さ

せ

る

具

体

的

な

取

り

組

み

も

生

ま

れ

て

い

ま

す

。

私

が

東

京

新

聞

の

代

表

時

代

、

フ

ァ

ン

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

や

幸

福

産

業

と

い

う

考

え

方

を

話

し

て

い

た

と

こ

ろ

、

当

時

の

販

売

局

長

だ

っ

た

大

島

と

局

次

長

の

山

田

の

二

人

が

「

東

京

新

聞

パ

ー

ト

ナ

ー

ズ

と

い

う

仕

組

み

を

つ

く

り

ま

せ

ん

か

」

と

提

案

し

て

く

れ

ま

し

た

。

　

こ

の

読

者

モ

ニ

タ

ー

制

度

は

本

当

に

成

功

し

て

い

る

と

思

っ

て

い

ま

す

。

現

在

す

で

に

５

０

０

０

人

を

超

え

る

方

に

登

録

い

た

だ

い

て

お

り

、

単

な

る

モ

ニ

タ

ー

に

と

ど

ま

ら

ず

、

東

京

新

聞

を

愛

し

て

く

れ

る

フ

ァ

ン

の

集

ま

り

と

し

て

機

能

し

て

い

る

。

　

ビ

ジ

ネ

ス

と

し

て

の

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

に

も

活

用

で

き

る

強

力

な

基

盤

に

も

な

り

ま

す

。

新

聞

の

「

推

し

」

を

組

織

化

し

、

読

者

と

の

双

方

向

の

つ

な

が

り

を

深

め

る

こ

と

は

私

に

と

っ

て

、

大

き

な

希

望

の

光

で

す

。

　

批

判

や

無

関

心

で

は

な

く

、

積

極

的

に

新

聞

を

応

援

し

て

く

れ

る

人

た

ち

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

確

実

に

育

っ

て

い

る

。

こ

の

流

れ

を

さ

ら

に

広

げ

て

い

く

こ

と

が

、

新

聞

界

全

体

の

未

来

を

切

り

開

く

鍵

に

な

る

と

確

信

し

て

い

ま

す

。

　

　

―

―

新

聞

は

な

ぜ

「

幸

福

産

業

」

な

の

か

。

情

報

産

業

と

の

違

い

は

何

で

し

ょ

う

か

。

　

菅

沼

氏

　

情

報

産

業

と

定

義

す

れ

ば

、

ニ

ュ

ー

ス

が

無

料

の

時

代

に

は

生

き

残

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

し

か

し

な

が

ら

、

新

聞

の

本

質

は

「

人

を

幸

せ

に

す

る

」

こ

と

に

あ

り

ま

す

。

　

究

極

は

「

国

家

権

力

を

監

視

し

、

二

度

と

戦

争

を

さ

せ

な

い

」

報

道

。

戦

争

は

人

を

不

幸

に

陥

れ

る

最

大

の

も

の

で

す

か

ら

、

こ

れ

を

防

ぐ

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

は

最

大

の

幸

福

産

業

で

す

。

　

日

常

レ

ベ

ル

で

も

同

じ

で

す

。

地

方

の

野

球

大

会

で

優

勝

し

た

子

の

名

が

新

聞

に

載

り

、

家

族

が

切

り

抜

き

を

額

に

飾

る

。

ラ

ー

メ

ン

店

の

紹

介

記

事

が

店

主

の

誇

り

に

な

る

。

新

聞

に

載

る

と

い

う

こ

と

に

は

、

い

い

意

味

で

特

別

な

「

幸

福

感

」

が

あ

り

ま

す

。

　

私

が

「

筆

洗

」

と

い

う

１

面

コ

ラ

ム

を

担

当

し

て

い

た

頃

、

読

者

か

ら

お

手

紙

を

た

く

さ

ん

い

た

だ

き

ま

し

た

。

　

毎

回

お

返

事

が

で

き

な

い

の

で

、

あ

る

読

者

の

方

に

「

日

々

皆

さ

ん

に

お

届

け

し

て

い

る

新

聞

が

、

私

か

ら

あ

な

た

へ

の

お

手

紙

で

す

。

こ

の

コ

ラ

ム

も

あ

な

た

に

向

け

て

書

い

て

い

る

つ

も

り

で

す

」

と

お

伝

え

し

た

ん

で

す

。

　

す

る

と

「

わ

か

り

ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

毎

日

が

楽

し

み

で

す

」

と

返

事

を

く

だ

さ

っ

た

。

　

新

聞

は

単

な

る

情

報

で

は

な

く

、

書

き

手

の

共

感

や

思

い

が

込

め

ら

れ

た

「

手

紙

」

と

し

て

毎

日

届

く

。

販

売

店

が

配

達

し

て

く

れ

る

シ

ス

テ

ム

が

あ

る

か

ら

こ

そ

実

現

で

き

る

の

で

す

。

そ

う

考

え

る

と

、

新

聞

は

ま

さ

に

幸

福

産

業

だ

と

思

い

ま

す

。

　

　

―

―

「

新

聞

力

大

賞

」

と

「

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

型

新

聞

批

評

」

の

構

想

を

教

え

て

く

だ

さ

い

。

　

菅

沼

氏

　

既

存

の

新

聞

協

会

賞

や

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

の

大

賞

は

「

山

の

頂

点

」

を

決

め

る

も

の

。

私

た

ち

の

は

「

山

の

斜

面

に

無

数

に

咲

く

花

」

に

光

を

当

て

た

い

。

渡

辺

理

事

の

発

想

は

「

本

屋

大

賞

」

の

よ

う

に

販

売

店

が

選

ぶ

賞

が

あ

っ

て

も

い

い

じ

ゃ

な

い

か

、

と

い

う

も

の

で

、

そ

こ

か

ら

議

論

し

ま

し

た

。

　

新

聞

力

大

賞

（

仮

称

）

は

毎

月

、

理

事

や

外

部

有

識

者

ら

が

「

今

月

一

番

新

聞

力

を

感

じ

た

記

事

・

人

・

取

組

み

」

を

自

由

に

推

薦

す

る

仕

組

み

に

し

た

い

。

基

準

は

選

者

に

任

せ

、

新

聞

社

や

販

売

店

の

推

薦

も

大

歓

迎

で

す

。

今

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

作

成

中

で

、

そ

こ

で

発

表

し

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

　

私

が

愛

知

県

の

岡

崎

支

局

で

最

初

に

書

い

た

の

は

、

保

育

園

か

幼

稚

園

の

園

児

が

河

川

敷

の

斜

面

で

段

ボ

ー

ル

を

ソ

リ

代

わ

り

に

し

て

遊

ん

で

い

る

様

子

を

紹

介

し

た

小

さ

な

記

事

で

し

た

。

　

翌

日

、

「

家

族

の

記

念

に

な

っ

た

」

、

「

写

真

を

分

け

て

ほ

し

い

」

と

３

、

４

件

電

話

が

か

か

っ

て

き

た

。

あ

の

記

事

は

間

違

い

な

く

、

岡

崎

の

数

組

の

家

族

を

幸

せ

に

し

ま

し

た

。

も

し

当

時

に

新

聞

力

大

賞

が

あ

っ

た

ら

、

私

は

あ

の

記

事

を

推

し

た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

　

既

存

の

賞

で

は

引

っ

か

か

ら

な

い

記

事

に

も

、

実

は

新

聞

力

と

し

て

す

ご

い

価

値

が

あ

る

。

そ

れ

を

表

彰

す

る

意

味

で

も

、

シ

ン

ブ

ン

ケ

ン

は

「

法

人

格

」

を

持

っ

た

方

が

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

と

思

い

ま

し

た

。

　

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

型

新

聞

批

評

は

、

従

来

の

「

こ

こ

が

ダ

メ

だ

」

、

「

劣

化

し

た

」

と

い

う

論

調

と

は

逆

に

、

「

こ

ん

な

背

景

が

あ

っ

て

、

こ

れ

だ

け

の

イ

ン

パ

ク

ト

が

あ

る

、

す

ご

い

記

事

だ

」

と

良

い

記

事

の

価

値

を

前

面

に

発

信

す

る

批

評

で

す

。

　

批

判

ば

か

り

で

は

現

場

も

萎

縮

し

て

し

ま

う

。

批

判

文

化

で

は

な

く

、

褒

め

て

応

援

す

る

文

化

を

根

付

か

せ

た

い

の

で

す

。

新

聞

力

大

賞

と

同

じ

発

想

で

す

。

（４）第６７７６号 令和８年５月２７日（水曜日）
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